
○　目的

○　事業概要（平成２７年度）

継続千円1,588

水辺の散策路環境整備事業

事業内容

－

　本事業は、市民が四季の移ろいを感じながら、散策や健
康増進のためのウォーキングを楽しめるよう、市内の水辺
のみちを散策路として整備を行うものである。
　今年度は市内の水辺の散策路について広く市民に周知
し、利用していただけるよう、ルートマップを作成するも
の。

・ルートマップ作成

　市内で４ルート程度を選定し、健康や観光をテーマとした
情報、おすすめスポットなども盛り込み、マップを作成す
る。

平成２７年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64建設部 建設政策推進室

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1340



　○目的

　○事業概要

担当所属名 建設部 計画交通課 直通電話番号 63 － 1219

　市内の鉄道駅を利用する高齢者、障害者等が安全で
便利に移動できるようにするため鉄道事業者が実施す
る整備事業に対し、その事業費の一部を国や市が補助
し駅舎内のバリアフリー化設備の整備を進めるもの。
　

 近鉄興戸駅 バリアフリー化事業

　(1) 駅ホームへの内方線付点状ブロックの設置
　　　→視覚障がい者に対し、ホームの内側を知らせ
        るブロックを設置します。

　(2) 券売機の蹴込み改修工事の実施
　　　→券売機の下の蹴込みを深くすることで、車い
        すの利用者が券売機を利用しやすくします。

事業内容

予算額 3,334 千円 新規・拡充
継続の別 新規

平成２７年度　当初予算主な事業

事業名 近鉄興戸駅バリアフリー化設備整備補助金



○　目的

○　事業概要

平成２７年度当初(平成２６年度補正第６号前倒し)予算主な事業

1219－担当所属名 直通電話番号 63建設部 計画交通課

予算額
新規・拡充
継続の別 継続千円2,000

バス交通活性化プロジェクト

事業内容  京田辺市バス交通活性化プロジェクト

　(1) 路線やダイヤの見直しなど改善事業の実施

　(2) バスマップの作成にかかるワークショップの開催
      など利用促進事業の実施

　(3) 効果測定のための利用状況調査

　市が運行経費を負担しているバス路線について、平成26
年度から「バス交通活性化プロジェクト」による実態調査
や検証を実施し、バス交通の利便性向上や効率的なバス路
線となるよう路線やダイヤについて検討を進めている。
　今年度はこれらの結果を踏まえ、バスマップの作成等に
かかるワークショップなどを通じ、市民へのバス交通の周
知・啓発を交えながら、市民の日常の足としてのバス交通
の利用促進を図るものである。

事業名



○　目的

○　事業概要

平成２７年度当初(平成２６年度補正第６号前倒し)予算主な事業

事業名 市営住宅耐震化事業

予算額 47,400 千円 新規・拡充
継続の別 継続

 
  京田辺市建築物耐震改修促進計画による「平成２７年
度の住宅系建物の耐震化率９０％以上」の目標を達成す
るため、耐震改修が必要と診断された市営住宅３団地に
ついて、平成２０年３月に策定した「京田辺市市営住宅
ストック総合活用計画」及び平成２５年３月に策定した
「京田辺市営住宅長寿命化計画」に基づき、平成２４年
度から平成２７年度までの４か年で耐震化を完了し、安
全・安心な住環境を整備する。

  平成２０年度に実施した耐震診断結果により強度の不
足が確認された市営住宅について、国土交通省の基準に
基づきＩＳ値を０．６以上となるよう補強改修を計画す
るもの。
  工法は、居住しながらの工事が可能で、工事完了後の
居住性にも配慮したアウトフレーム工法等を採用する。
　平成２７年度は南山団地の耐震補強工事を実施し、本
事業を完了する。

担当所属名 建設部開発指導課 直通電話番号 64 － 1341

事業内容



○　目的

○　事業概要

・木造住宅耐震診断士派遣事業

・木造住宅耐震改修等事業費補助事業

事業内容

27,700

京田辺市木造住宅耐震化促進事業

  安全・安心な暮らしの創造の一環として、地震発生の
際、倒壊等の危険性の高い木造住宅の耐震性の向上を図
り、地震に強いまちづくりを推進する。

 
  市から耐震診断士を派遣し耐震診断を実施するとと
もに、その診断結果に基づく改修のアドバイスや概算
工事費の提案を行うもの。自己負担額は３，０００
円。
　事業規模　　３０戸

千円

平成２７年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64建設部開発指導課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別 継続

－

 
  木造住宅の耐震改修等に要する費用の額の４分の３
を補助するもの。
　評点１．０以上（当分の間は０．７以上）への改修
（本格改修）は上限１００万円、簡易な改修の方法に
より耐震性を向上させるもの（簡易改修）は上限３０
万円。
　事業規模
　　本格改修　２５戸
　　簡易改修　　４戸

1341



○　目的

○　事業概要

規制標識設置　Ｎ＝２８基

本整備により、当該区間の道路改良事業が完了する。

事業内容

新規・拡充
継続の別 継続千円8,000

山手幹線自転車道規制標識整備

予算額

－

平成２７年度当初(平成２６年度補正第６号前倒し)予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64建設部施設整備課

事業名

1346

　市道山手幹線を通行される『歩行者』及び『自転車利
用者』の円滑かつ安全な歩行空間の確保を図ることを主
たる目的とし、平成２１年度より松井ケ丘地区から大住
ケ丘地区までの約１，８００ｍの区間において、順次、
自転車利用者等の通行区分を明確にする道路改良事業を
進めており、自転車道及び歩道を明確に分離する構造物
整備は完了したところである。
　本事業は、当該改良区間に規制標識を設置するもので
ある。



○　目的

○　事業概要

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

5540

事業内容

　ＪＲ三山木駅及び近鉄三山木駅周辺地区の土地区画整
理を行い、良好な環境を有する新市街地の形成を図りま
す。

　土地区画整理事業によって、駅前広場、道路、公園等
の公共施設を整備するとともに、限度額立体交差事業に
よる鉄道の高架を行い、駅周辺の活性化と宅地利用増進
を進めます。
　関西文化学術研究都市の北の玄関口として、また市南
部の核拠点としての機能と景観を備えたまちづくりを推
進します。

－

平成２７年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 65建設部三山木整備課

継続千円124,561

三山木地区区画整理事業


